
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「 算数、主体的・対話的で深い学び 」 

松伏町教育委員会・松伏町立松伏小学校 

1 個に応じた指導の充実 

2 家庭学習の習慣化 

3 教員の指導力向上 

4 ｢チーム埼玉｣学力向上パワーアップ事業の実施 

5 学習規律の徹底と浸透 

6 読書活動の充実 

7 外国語教育・英語教育の充実 

8 小規模特認校の実施 

4 ｢チーム埼玉｣ 

学力向上パワーアップ 

事業の実施（継続） 

 

算数科を中心に、重点校である

松伏小学校の取組を、埼玉県教育

委員会の支援を受け、町内の小中

学校に広め、町全体の学力向上を

図る。 

研修の内容 

【児童の学習意欲を高める工夫】 

〇 自分の考えを明確に持てる問題掲示・発問（めあて・課題）の工夫 

〇 考えたことを全体に広げる学習の場の工夫 

○ 学習の振り返りを大切にし、学習内容の確認や自己評価の工夫 

〇 児童の自己肯定感を高める指導の工夫 

【児童の学力の個人差への対応と学力の長期的で確実な定着】 

〇「学習支援カルテ」を利用した児童の実態把握・PDCAサイクルの確立 

〇 朝学習等を活用した、確かな学力を身につけさせる指導の工夫 

〇 家庭との連携を図った、家庭学習の取組方法の工夫 

 

松伏小学校 

小中連携 【教職員間の連携事業】 

・学校公開週間における小中間の訪問、授業参観や情報交換会

の実施。 

・合同夏季研修会の実施。                  

９年間を見越した教科指導の円滑な接続について協議し、 

その結果を実践している。 

・松伏町教育研究会での授業研究会、研究協議の実施。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１時間の授業の時間配分や流れ（つかむ、考え

る、深める、まとめる、振り返る）を示し、町内

の研究授業や年次研修等のあらゆる機会で松伏

授業プランに沿った指導・支援を行っている。 

 

①短く、課題解決したくなる導入の工夫 

②本時の課題（めあて）を板書し、児童生徒が

やってみたくなる課題を提示 

③主体的に課題解決できる時間を確保 

④協働的な学びの時間を確保 

⑤課題（めあて）に沿った学習のまとめ 

⑥振り返りを文章で書くこと 

 

効果的な学びの実践 

＜児童が問いをつくる授業＞ 

導入の際、写真や動画などで場面を提示した 

ことにより、児童自ら問題をつくることができ 

るようになってきた。これにより、問題に対す 

る関心が高まり、進んで自力解決に取り組む児 

童が増えた。 

 

＜全国、埼玉県学力・学習状況調査の分析＞ 

○松伏町学力向上推進委員会の実施（年3回の実施） 

調査結果を基に児童生徒の学力や学習状況を把握し、それを教育指導の充実や授業改

善等に役立てるなど、教育に関する継続的なＰＤＣＡサイクルを確立する。また、各学

校の学力向上の取組等を発表し、共有化を図っている。 

○分析結果を基に朝学習プリントを作成する。 

○学力を伸ばした実践を紹介する「のびのび通信」の発行 

教師の指導するポイントや、学力を伸ばした児童に学習のこつなど、 

教職員のよさを共有する。 

○朝学習で行う「検証テスト」の作成をする。 

 

＜児童向け「自己肯定感アンケート」の実施＞ 

「友達や先生は今の自分を認めてくれていますか」「今の自分は好きですか」など自

己肯定感に関するアンケートを毎月実施した結果、自分自身を肯定的に捉える意識が

高まった。 


